
大川小児童

完成直後の大川小＝1985年 3月（北沢建築設計事務所提供）
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大川小児童らの足取り

裏山

行き止まり行き止まり

堤防道路
(三角地帯)
堤防道路
(三角地帯)
堤防道路
(三角地帯)

富士川富士川富士川

釜谷
交流会館

体
育
館

体
育
館

体
育
館

児童の
足取り
児童の
足取り

至長面至長面至長面

至雄勝

県道県道県道

新北上大橋

北上川北上川北上川
津波津波

津波津波

児童が
追い込まれた斜面
児童が
追い込まれた斜面

大川小大川小

398



石巻市が 2009年 3月に公表した津波ハザードマップ．大川小周辺は予想浸水
域を外れていた

凡　

例

釜谷　

長面　 尾崎　

大川小

浸水深 5.0m以上
浸水深 4.0m以上
　　～ 5.0m未満
浸水深 3.0m以上
　　～ 4.0m未満
浸水深 2.0m以上
　　～ 3.0m未満
浸水深 1.0m以上
　　～ 2.0m未満
浸水深 0.0m以上
　　～ 1.0m未満
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葛
藤
　

―
　

生
存
教
諭
の
3
・
11

食
い
違
う
証
言

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
宮
城
県
沖
で
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）9
・
0
の
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
る
津
波
で
、
石

い
し
の

巻ま
き

市
立
大
川
小
学
校（
児
童
1
0
8
人
）の
児
童
70
人
が
死
亡
し
、
4
人
が
今
も
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
る
。
学
校
に
い
た
教
職
員
11
人
の
う
ち
、
男
性
教
務
主
任（
56
）を
除
く
10
人
も
犠
牲
と
な
っ
た
。

当
時
校
長
は
休
暇
で
不
在
。
学
校
は
北き

た

上か
み

川が
わ

河
口
か
ら
約
3
・
7
キ
ロ
離
れ
、
市
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水

予
想
区
域
外
だ
っ
た
。
地
震
発
生
か
ら
約
50
分
後
に
第
1
波
が
到
達
し
、
最
高
水
位
は
高
さ
約
8
・
7
メ
ー
ト
ル
に

達
し
た
。
自
宅
で
被
災
し
た
1
人
を
除
き
、
学
校
管
理
下
の
犠
牲
73
人
は
戦
後
最
悪
の
事
故
と
さ
れ
る
。

　
あ
の
時
、
大
川
小
で
何
が
あ
っ
た
の
か
―
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
や
関
係
者
が
重
い
口
を
開
き
始
め
た
。
プ
ロ

ロ
ー
グ
で
は
、
当
事
者
の
証
言
な
ど
か
ら
、
学
校
に
い
た
教
職
員
11
人
中
、
唯
一
助
か
っ
た
当
時
教
務
主
任
の
男
性

教
諭
の
「
3
・
11
」
を
追
う
。

　
17
年
12
月
下
旬
、
取
材
班
は
学
校
の
南
側
に
あ
る
ダ
ル
マ
ツ
山
、
通
称
・
裏
山
に
登
っ
た
。
教
務
主
任
が
津
波
に
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の
ま
れ
、
駆
け
上
が
っ
た
と
い
う
斜
面
に
取
り
付
く
。

　
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
児
童
4
人
の
1
人
、
当
時
5
年
の
只
野
哲
也
さ
ん（
18
、
高
校
3
年
）が
津
波
に
の
ま
れ
、

打
ち
上
げ
ら
れ
た
場
所
に
近
い
。
犠
牲
に
な
っ
た
児
童
74
人
の
う
ち
34
人
の
遺
体
が
こ
の
周
辺
で
見
つ
か
っ
た
。
何

度
か
足
を
滑
ら
せ
、
と
げ
の
あ
る
枝
を
避
け
つ
つ
両
手
を
使
い
急
斜
面
を
登
る
。
1
分
ほ
ど
で
高
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
、

大
川
小
の
津
波
到
達
地
点
約
8
・
7
メ
ー
ト
ル
を
上
回
る
場
所
に
着
い
た
。

　
震
災
約
1
カ
月
後
の
11
年
4
月
9
日
、
初
め
て
遺
族
説
明
会
が
開
か
れ
た
。
教
務
主
任
は
「
山
の
方
で
木
が
倒
れ

…
」
と
述
べ
、
1
〜
2
分
で
行
け
る
裏
山
に
逃
げ
な
か
っ
た
理
由
に
倒
木
を
挙
げ
、
こ
う
続
け
た
。

　「
山
の
斜
面
に
着
い
た
と
き
に
杉
の
木
が
2
本
倒
れ
て
き
て
、
右
腕
と
左
の
肩
を
挟
ま
れ
、
そ
の
瞬
間
、
波
を
か

ぶ
っ
た
」

　
現
在
、
裏
山
に
は
杉
の
倒
木
が
至
る
所
に
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
津
波
や
震
災
後
の
強
風
な
ど
で
倒
れ
た
こ
と
が
、
石

巻
市
教
育
委
員
会
や
第
三
者
の
事
故
検
証
委
員
会
の
調
査
で
分
か
っ
て
い
る
。
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
倒
木
は
1
本
も

な
い
。
説
明
会
の
2
カ
月
後
、
教
務
主
任
は
校
長
に
宛
て
た
フ
ァ
ク
ス
で
「
錯
覚
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
倒
木

発
言
を
撤
回
し
た
。

　「
斜
面
の
上
で
3
年
生
の
男
の
子
が
『
助
け
て
』
と
叫
ん
で
い
た
。『
死
ん
だ
気
で
上
に
行
け
』
と
叫
び
な
が
ら
、

絶
対
、
こ
の
子
を
助
け
な
き
ゃ
と
思
っ
て
押
し
上
げ
た
。
そ
の
子
も
水
を
飲
ん
で
全
身
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
た
」（
教
務

主
任
）

　
津
波
に
の
ま
れ
、
眼
鏡
も
靴
も
な
く
し
た
と
い
う
教
務
主
任
は
、
児
童
を
「
目
の
代
わ
り
」
に
し
て
山
を
登
り
、

松
の
木
を
覆
う
ビ
ニ
ー
ル
で
暖
を
取
っ
て
い
る
う
ち
に
児
童
は
寝
て
し
ま
っ
た
と
説
明
。
そ
の
後
、
釜か

ま

谷や

峠
に
通
じ
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る
道
で
会
っ
た
住
民
に
助
け
を
求
め
た
と
い
う
。

　
斜
面
を
登
り
始
め
て
約
15
分
、
取
材
班
は
尾
根
に
着

い
た
。
杉
林
を
抜
け
た
先
の
林
道
沿
い
に
、
透
明
な
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
た
伐
採
木
が
30
カ
所
近
く
あ
る
。
ビ

ニ
ー
ル
を
は
が
し
て
体
に
巻
け
ば
風
よ
け
に
な
り
そ
う

だ
。
林
道
を
約
15
分
下
る
と
、
釜
谷
峠
に
通
じ
る
国
道

3
9
8
号
に
出
る
。
林
道
の
出
入
り
口
に
あ
る
千
葉
自

動
車
整
備
工
場
の
千
葉
正
彦
社
長（
63
）は
「
先
生
と
児

童
は
ぬ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ぬ
れ
て
い
た
ら
自
宅
に
は

泊
め
て
い
な
い
」
と
話
す
。
ぬ
れ
た
人
は
事
務
所
に
案

内
し
、
着
替
え
さ
せ
た
上
で
夜
通
し
ス
ト
ー
ブ
を
た
い

て
介
抱
し
た
と
い
う
。

　
事
務
所
前
に
い
た
教
務
主
任
と
児
童
に
気
付
き
、
い

っ
た
ん
事
務
所
に
案
内
し
た
の
が
、
近
所
の
三
浦
美
春

さ
ん（
36
）＝
ミ
ウ
ラ
自
動
車
整
備
工
場
長
＝
だ
。
三
浦

さ
ん
は
「
児
童
の
靴
は
ど
ろ
ど
ろ
だ
っ
た
。
先
生
は
靴

と
ス
ー
ツ
の
裾
が
汚
れ
て
い
た
が
、
服
装
や
髪
形
は
乱

れ
て
い
な
か
っ
た
。
寒
そ
う
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
」

津波で壊れた大川小の掛け時計．午後 3時 37分で止まっている＝
2011年 3月 29日
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と
話
す
。

　
震
災
後
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）を
発
症
し
、
病
気
休
職
中
の
教
務
主
任
。
遺
族
の
前
に
自
ら

姿
を
現
し
た
の
は
、
第
1
回
遺
族
説
明
会
が
最
初
で
最
後
と
な
っ
た
。

「
山
さ
行
け
」

　
教
務
主
任
は
出
張
を
控
え
、
1
階
更
衣
室
で
着
替
え
を
し
て
い
た
。
3
月
11
日
の
最
高
気
温
は
5
・
9
度
。
2
日

前
に
降
っ
た
雪
は
ほ
ぼ
消
え
て
い
た
。
午
後
2
時
46
分
、
突
然
の
横
揺
れ
が
襲
う
。
同
市
北
上
町
の
震
度
は
6
弱
。

長
く
巨
大
な
揺
れ
は
約
3
分
20
秒
間
続
い
た
。
教
務
主
任
は
職
員
室
に
急
ぎ
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
り
、
内
ポ
ケ
ッ

ト
に
私
物
の
携
帯
電
話
を
入
れ
た
。

　「
机
の
下
に
も
ぐ
れ
。
ず
っ
と
机
を
押
さ
え
て
い
ろ
」。
校
内
放
送
は
停
電
で
使
え
ず
、
1
階
の
1
、
2
年
教
室
に

声
を
掛
け
た
。
3
年
以
上
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
2
階
へ
急
ぐ
。
大
川
小
は
全
校
児
童
1
0
8
人
。
1
学
年
1
ク
ラ
ス
の

小
規
模
校
だ
。
児
童
を
校
庭
に
避
難
さ
せ
た
後
、
校
舎
や
ト
イ
レ
を
見
回
り
、
2
階
通
路
を
渡
っ
て
体
育
館
に
向
か

っ
た
。
鉄
の
扉
が
開
か
ず
、
体
当
た
り
し
た
。

　
校
舎
内
の
確
認
を
終
え
、
校
庭
に
出
た
。
午
後
3
時
ご
ろ
、
教
務
主
任
は
「
ど
う
し
ま
す
か
。
山
へ
逃
げ
ま
す

か
」
と
男
性
教
頭（
当
時
52
）ら
に
尋
ね
た
。「
こ
の
揺
れ
の
中
で
は
駄
目
だ
」。
こ
ん
な
趣
旨
の
答
え
が
返
っ
て
き
た

と
い
う
。

　「
ど
こ
に
逃
げ
る
か
？
」「
山
の
方
に
逃
げ
た
方
が
い
い
の
か
？
」。
当
時
4
年
の
女
性（
16
、
高
校
2
年
）は
同
時
刻
、

教
務
主
任
と
教
頭
が
校
庭
で
真
剣
な
表
情
で
話
し
合
う
様
子
を
見
て
「
た
だ
事
じ
ゃ
な
い
」
と
思
っ
た
。
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6
年
の
女
子
児
童
は
震
災
直
後
の
取
材
に
「（
教
務
主
任
の
）先
生
が
『
山
さ
行
け
。
山
さ
行
け
』
と
叫
ん
で
い
た
」

と
証
言
。「
他
の
先
生
は
『
い
っ
た
ん
落
ち
着
い
て
』
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。

　
当
時
の
校
長
柏
葉
照
幸
氏
は
娘
の
卒
業
式
の
た
め
、
午
後
か
ら
不
在
だ
っ
た
。
校
長
に
代
わ
り
教
頭
が
リ
ー
ダ
ー
、

ナ
ン
バ
ー
2
が
教
務
主
任
だ
っ
た
。
校
庭
か
ら
の
避
難
に
備
え
、
教
務
主
任
は
、
は
だ
し
で
逃
げ
て
き
た
子
や
薄
着

の
ま
ま
の
子
の
た
め
に
校
舎
と
校
庭
を
何
度
か
行
き
来
し
た
。

　
午
後
3
時
15
〜
20
分
ご
ろ
、
消
防
の
広
報
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
学
校
前
を
通
過
。「
津
波
が
来
る
」
と
聞

こ
え
た
。

　
午
後
3
時
25　
〜
30　
分
ご
ろ
に
は
、
石
巻
市
河
北
総
合
支
所
の
広
報
車
が
「
松
林
を
津
波
が
抜
け
て
き
た
の
で
避
難

し
て
く
だ
さ
い
」
と
拡
声
器
で
呼
び
掛
け
な
が
ら
大
川
小
前
の
県
道
を
通
過
し
た
。
教
務
主
任
は
「
津
波
が
来
ま
す

よ
。
危
な
く
て
も
山
へ
逃
げ
ま
す
か
」
と
再
び
教
頭
に
尋
ね
た
が
、
返
事
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
大
川
小
は
河
口
か
ら
約
3
・
7
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。
立
地
す
る
釜
谷
地
区
に
過
去
、
津
波
が
襲
来
し
た
記
録
は
な

い
。
学
校
は
当
時
、
30
年
以
内
の
発
生
確
率
99
％
と
さ
れ
た
宮
城
県
沖
地
震
の
津
波
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

地
元
住
民
の
多
く
は
「
釜
谷
に
津
波
は
来
な
い
」
と
信
じ
込
ん
で
い
た
。
津
波
を
目
撃
し
て
逃
げ
た
釜
谷
の
元
住
民

は
「
仙
台
で
あ
れ
ば
国こ

く

分ぶ
ん

町
に
津
波
が
来
た
よ
う
な
も
の
」
と
話
す
。

　
石
巻
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
釜
谷
地
区
の
住
民
4
9
6
人
中
、
1
9
3
人
が
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
犠
牲

者
の
割
合
は
38
・
9
％
で
、
大
川
地
区
全
体（
16
・
8
％
）の
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　「
山
に
上
が
ら
せ
て
く
れ
」「
こ
こ
ま
で
来
る
は
ず
な
い
か
ら
三
角
地
帯（
北
上
川
の
堤
防
道
路
、
標
高
6
〜
7
メ
ー
ト

ル
）に
行
こ
う
」。
教
頭
と
男
性
行
政
区
長
が
校
庭
で
言
い
争
う
様
子
を
児
童
が
目
撃
し
て
い
る
。
津
波
の
襲
来
を
誰
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よ
り
も
早
く
予
見
し
て
い
た
教
務
主
任
の
「
山
へ
逃
げ
よ

う
」
と
い
う
提
案
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
先
生
と
子
ど
も
た

ち
は
川
岸
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

波
頭
を
目
撃

　
教
務
主
任
は
「
せ
め
て
一
番
高
い
校
舎
2
階
に
避
難
場
所

を
探
す
」
と
し
て
、
校
舎
内
に
入
っ
た
。

　
1
9
8
5
年
3
月
に
完
成
し
た
大
川
小
の
校
舎
は
、
屋
上

が
な
い
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
が
評
判
だ
っ
た
。
実
は
2
階
の

配
膳
室
に
あ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
の
は
し
ご
を
使
え
ば
屋
根
に
上
が
れ
る
。
天
井
の
扉
は
閉
ま
っ
て
お
り
、
鍵
は
1

階
の
職
員
室
に
散
乱
し
て
い
た
。
教
務
主
任
は
屋
根
へ
の
避
難
を
諦
め
た
。

　
教
務
主
任
が
校
舎
内
に
い
る
と
き
、
児
童
ら
の
命
運
を
左
右
す
る
重
大
な
決
断
が
下
さ
れ
る
。
北
上
川
右
岸
の
堤

防
道
路（
三
角
地
帯
）へ
の
移
動
だ
。
三
角
地
帯
は
学
校
よ
り
5
〜
6
メ
ー
ト
ル
高
い
が
、
防
災
行
政
無
線
が
「
絶
対

近
づ
か
な
い
で
」
と
繰
り
返
し
て
い
た
堤
防
だ
。

　
午
後
3
時
30
〜
35
分
ご
ろ
、
教
頭
ら
が
「
三
角
地
帯
へ
逃
げ
る
か
ら
、
走
ら
ず
列
を
作
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
掛
け
た
。
区
長
は
「
三
角
地
帯
に
行
こ
う
」
と
主
張
し
て
お
り
、
相
談
し
て
決
め
た
と
み
ら
れ
る
。
当
時
、
校

長
は
不
在
。
教
頭
に
次
ぐ
立
場
だ
っ
た
教
務
主
任
は
重
大
な
決
定
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
2

 
0
 
1
 

 
6
年
10
月
の
仙
台
地
裁
判
決
は
、
1
〜
2
分
で
行
け
る
裏
山
に
避
難
さ
せ
な
か
っ
た
と
し
て
、
教
職
員
の
過
失
を
認
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め
る
一
方
、「
校
舎
の
見
回
り
」
を
理
由
に
教
務
主
任
だ
け
免
責
し
た
。

　
校
庭
に
戻
る
と
、
児
童
の
列
は
三
角
地
帯
に
向
け
、
出
発
し
て
い
た
。「（
上
流
の
）間
垣
の
堤
防
の
一
番
高
い
所

（
三
角
地
帯
）に
避
難
す
る
」
と
住
民
に
教
え
ら
れ
、
教
務
主
任
は
児
童
の
列
の
最
後
尾
に
付
い
た
。
釜
谷
交
流
会
館

の
駐
車
場
を
通
過
す
る
児
童
の
列
を
目
撃
し
た
永
沼
輝
昭
さ
ん（
77
）は
「
子
ど
も
た
ち
は
急
ぐ
で
も
な
く
歩
い
て
行

っ
た
。
4
〜
5
メ
ー
ト
ル
後
を
釜
谷
の
女
性
が
子
ど
も
た
ち
に
声
を
掛
け
な
が
ら
付
い
て
い
っ
た
」
と
話
す
。

　
教
務
主
任
は
事
故
検
証
委
員
会
に
津
波
襲
来
時
の
様
子
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　「
交
流
会
館
を
過
ぎ
た
辺
り
で
、
校
庭
側
か
ら
強
い
風
が
吹
き
、
離
陸
す
る
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
の
よ
う
な
ゴ

ー
と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
。
家
屋
の
高
さ
く
ら
い
で
長な

が

面つ
ら

方
向
か
ら
迫
る
津
波
が
見
え
た
。
少
し
前
ま
で
走
り
、
児

童
ら
に
大
声
で
『
こ
っ
ち
だ
！
こ
っ
ち
だ
！
』『
山
だ
！
山
だ
！
』
と
声
を
掛
け
、
自
ら
も
山
へ
駆
け
上
が
っ
た
」

　
一
方
、「
最
後
尾
は
女
性
」
と
い
う
永
沼
さ
ん
の
証
言
を
基
に
、
児
童
遺
族
の
間
に
は
「
教
務
主
任
は
校
舎
見
回

り
中
に
津
波
を
目
撃
し
、
1
人
で
裏
山
に
逃
げ
た
」
と
、
Ａ
ル
ー
ト（
次
ペ
ー
ジ
の
図
）か
ら
登
っ
た
と
い
う
説
が
今

も
根
強
い
。
Ａ
ル
ー
ト
は
裏
山
で
最
も
傾
斜
が
緩
く
、
児
童
が
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
学
習
で
登
っ
て
い
た
。
遺
族
が

「
こ
こ
に
避
難
さ
せ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
訴
え
る
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。

　
当
時
の
児
童
は
、
助
か
っ
た
同
級
生
か
ら
「（
津
波
襲
来
時
）教
務
主
任
が
『
山
だ
』
と
叫
ん
で
い
た
と
聞
い
た
」

と
取
材
に
答
え
た
。
Ａ
ル
ー
ト
に
向
か
う
途
中
、
津
波
に
の
ま
れ
た
当
時
中
学
1
年
の
男
性（
20
）は
「
Ａ
ル
ー
ト
か

ら
登
っ
た
の
は
自
分
1
人
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
た
た
き
を
横
切
り
、
Ｂ
ル
ー
ト
の
避
難
者
と
合
流
す
る
ま
で
誰
に
も
会

わ
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
児
童
2
人
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
斜
面
を
仮
に
Ｄ
ル
ー
ト
と
す
れ
ば
、
教
務
主
任
と
3
年
の
男
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避難の各ルート概要

ルート 傾斜 利用状況 距離
時間

徒歩 小走り

A 9～12度　 9～12度
３月，児童がシイタケ栽
培で原木を運ぶ 約 145 m 2分 1秒 59秒

B 27度
19度

　 19～27度 校長や３年生が登る 約 120 m 1分45秒 1分8秒

C
24度
9度
　 9～24度

Bルートを登った児童が
コンクリートたたきで写
生

約 140 m 1分49秒 1分8秒
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子
児
童
は
、
こ
の
急
斜
面
を
駆
け
上
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

証
言
メ
モ
を
廃
棄
し
た
市
教
委

　
教
務
主
任
と
3
年
の
男
子
児
童
は
裏
山
を
越
え
、
千
葉
自
動
車
整
備
工
場
の
千
葉
正
彦
社
長
宅
で
一
夜
を
明
か
し

た
。
教
務
主
任
が
余
震
の
度
に
和
室
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
消
す
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
翌
3
月
12
日
朝
、
林
道
に

向
か
う
教
務
主
任
に
気
付
き
、
千
葉
さ
ん
の
妻
つ
る
子
さ
ん（
73
）が
後
を
追
っ
た
。
山
に
向
か
っ
て
呼
び
掛
け
る
姿

が
見
え
た
。

　
間
も
な
く
当
時
5
年
の
只
野
哲
也
さ
ん
ら
が
下
山
し
て
き
た
。
津
波
に
の
ま
れ
た
後
、
市
職
員
ら
と
裏
山
で
た
き

火
を
し
て
寒
さ
を
し
の
い
で
い
た
。
只
野
さ
ん
と
同
級
生
の
男
子
児
童
は
骨
折
な
ど
の
大
け
が
を
負
い
、
青
あ
ざ
だ

ら
け
だ
っ
た
。「
先
生
な
の
に
助
か
っ
て
し
ま
っ
て
」。
う
な
だ
れ
る
教
務
主
任
を
、
只
野
さ
ん
は
「
先
生
が
悪
い
わ

け
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」
と
慰
め
た
。

　
日
中
、
山
あ
い
の
入
釜
谷
生
活
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
釜
谷
峠
で
一
夜
を
明
か
し
た
今
野
ひ
と
み
さ
ん（
47
）と
会

っ
た
。
6
年
の
長
男
大
輔
君（
当
時
12
）が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な
い
。
ひ
と
み
さ
ん
が
「
学
校
、
ど
う
な

ん
で
す
か
」
と
教
務
主
任
に
尋
ね
る
と
「
何
が
何
だ
か
」
と
要
領
を
得
な
い
。
パ
ニ
ッ
ク
に
近
い
状
態
に
、
ひ
と
み

さ
ん
は
次
の
質
問
を
の
み
込
ん
だ
。

　
当
時
の
校
長
の
携
帯
に
15
日
午
前
、
教
務
主
任
か
ら
事
故
の
第
一
報
と
な
る
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
校
長
は
翌
16
日

朝
、
市
教
委
を
訪
れ
、
事
故
の
概
要
を
報
告
し
た
。
そ
の
際
に
市
教
委
が
作
成
し
た
と
さ
れ
る
記
録
文
書
に
は
「
屋

根
を
越
え
て
津
波
」「
引
き
渡
し
中
に
津
波
」
と
あ
る
。
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
加
藤
順
子
氏
、
池
上
正
樹
氏
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が
震
災
1
年
後
に
情
報
公
開
請
求
で
入
手
し
、
遺
族
が
問
題
視
し
て
い
た
も
の
だ
。

　
遺
族
は
説
明
会
で
「
津
波
を
見
た
の
は
だ
れ
か
」「
避
難
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
保
護
者
は
『
引
き

渡
し
』
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
。
先
生
の
言
葉
で
は
な
い
か
」
と
市
教
委
に
た
だ
し
た
。

　
校
長
が
初
め
て
大
川
小
を
訪
れ
た
の
は
震
災
6
日
後
の
17
日
。
15
日
の
メ
ー
ル
を
基
に
翌
朝
、
市
教
委
に
報
告
し

た
と
み
る
の
が
自
然
だ
が
、
校
長
は
後
に
「
避
難
所
と
か
市
河
北
総
合
支
所
で
側そ

く

聞ぶ
ん

し
た
」
と
真
偽
を
曖
昧
に
し
た
。

11
年
6
月
4
日
の
第
2
回
遺
族
説
明
会
で
、
市
教
委
は
津
波
襲
来
時
の
様
子
を
こ
う
報
告
し
て
い
る
。「
津
波
は
す

ご
い
勢
い
で
子
ど
も
た
ち
を
の
み
込
ん
だ
り
、
水
圧
で
飛
ば
し
た
り
し
た
。
後
ろ
の
方
で
手
を
つ
な
い
で
い
た
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
も
津
波
に
の
ま
れ
た
。
学
校
前
は
波
と
波
が
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
渦
を
巻
い
て
い
た
」

　
児
童
は
上
級
生
を
先
頭
に
校
庭
を
出
た
。
校
舎
の
見
回
り
を
終
え
た
教
務
主
任
は
「
列
の
最
後
尾
に
付
い
た
」
と

証
言
し
て
い
る
。
目
撃
者
は
誰
か
―
。
当
時
、
現
場
に
い
て
助
か
っ
た
学
校
関
係
者
は
教
務
主
任
と
5
年
生
2
人
、

3
年
生
1
人
、
1
年
生
1
人
の
計
5
人
。
市
教
委
は
、
教
務
主
任
や
生
存
児
童
に
聞
き
取
っ
た
重
要
証
言
の
メ
モ
を

廃
棄
し
、
校
長
も
教
務
主
任
の
メ
ー
ル
を
消
去
し
た
。

　
7
年
近
く
た
つ
今
も
、
遺
族
が
わ
が
子
の
最
期
に
迫
れ
な
い
で
い
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
只
野
さ
ん
の
父
英
昭

さ
ん（
46
）は
津
波
被
害
を
「
事
故
」、
市
教
委
の
事
後
対
応
を
「
事
件
」
と
呼
ぶ
。

教
え
子
の
訴
え
「
苦
し
ま
な
い
で
」

　「
私
た
ち
が
作
っ
た
津
波
避
難
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
生
き
た
」

　
石
巻
市
相
川
小
元
校
長
の
男
性
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
相
川
小
に
は
学
校
管
理
下
で
の
犠
牲
が
な
か
っ
た
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こ
と
を
知
り
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
元
校
長
は
1
9
9
8
年
4
月
に
赴
任
。
相
川
小
に
津
波
を
想
定
し
た
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
こ
と
を
知
り
、
着
任
2
年
目
に
災
害
の
歴
史
や
郷
土
史
家
の
助
言
な
ど
を
参
考
に
計
画
を
策

定
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
中
心
メ
ン
バ
ー
4
人
の
1
人
が
、
児
童
74
人
と
教
職
員
10
人
が
津
波
の
犠
牲
と
な

っ
た
大
川
小
の
男
性
教
務
主
任
。
当
時
は
相
川
小
の
研
究
主
任
だ
っ
た
。

　
教
務
主
任
の
相
川
小
時
代
を
知
る
元
同
僚
の
男
性（
47
）は
「
理
科
が
専
攻
で
自
然
に
詳
し
い
。
先
生
な
ら
裏
に
山

が
あ
る
な
ら
避
難
す
る
と
考
え
る
は
ず
だ
」
と
話
す
。
大
川
小
で
1
人
だ
け
生
き
残
っ
た
先
生
が
い
る
と
聞
き
、
と

っ
さ
に
教
務
主
任
を
思
い
浮
か
べ
た
ほ
ど
だ
。

　
相
川
小
は
海
か
ら
約
1
5
0
メ
ー
ト
ル
と
近
く
、
津
波
で
3
階
建
て
の
校
舎
が
水
没
し
た
。
教
職
員
と
児
童
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
裏
山
の
神
社
に
逃
げ
、
在
校
児
童
は
全
員
助
か
っ
た
。
地
元
の
女
性
は
、
津
波
避
難
訓
練
の
時
、
教

務
主
任
が
児
童
を
先
導
し
裏
山
に
上
が
る
姿
を
覚
え
て
い
る
。「
先
生（
教
務
主
任
）の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
れ
ば
、

大
川
小
も
み
ん
な
助
か
っ
た
と
思
う
と
残
念
で
な
ら
な
い
」
と
話
す
。

　
教
務
主
任
は
相
川
小
に
と
っ
て
「
命
の
恩
人
」
の
1
人
。
一
方
、
大
川
小
で
は
「
子
ど
も
た
ち
を
見
捨
て
た
の
で

は
な
い
か
」
と
正
反
対
の
声
が
上
が
る
。
2
0
1
6
年
4
月
、
仙
台
地
裁
で
あ
っ
た
大
川
小
津
波
訴
訟
第
8
回
口
頭

弁
論
で
、
原
告
団
長
の
今
野
浩
行
さ
ん（
55
）は
、
教
務
主
任
を
乗
客
に
紛
れ
て
逃
げ
出
し
た
韓
国
の
旅
客
船
セ
ウ
ォ

ル
号
の
船
長
に
た
と
え
、
こ
う
訴
え
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
を
救
助
し
な
か
っ
た
こ
と
で
心
を
病
み
、
今
も
遺
族
の
前
に
顔
を
出
せ
な
い
で
い
る
。
先
生
が
避

難
し
た
自
動
車
整
備
工
場
に
は
人
手
が
あ
り
、
ロ
ー
プ
な
ど
救
助
に
使
え
る
道
具
も
あ
っ
た
」

　
裏
山
に
逃
げ
、
ぎ
り
ぎ
り
助
か
っ
た
高
橋
和
夫
さ
ん（
69
）は
住
民
5
、6
人
を
救
っ
た
。
流
さ
れ
か
け
て
い
た
1
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ど
も
を
失
っ
た
遺
族
の
1
人
は
「
先
生
が
救
助
活
動
を
し
て
い
れ
ば
、
児
童
の
犠
牲
74
人
が
73
、
72
、
71
に
減
っ
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
が
今
も
消
え
な
い
。

　
教
務
主
任
は
震
災
後
、
心
を
病
み
、
7
年
近
く
公
務
災
害
で
休
職
し
て
い
る
。
震
災
前
は
、
シ
カ
の
角
を
使
っ
た

釣
り
針
作
り
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
制
作
な
ど
、
好
奇
心
を
刺
激
す
る
授
業
や
課
外

活
動
が
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
だ
っ
た
。
当
時
5
年
の
只
野
哲
也
さ
ん
は
17
年
12
月
、
東
京
で
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
恩
師
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

　「
先
生
の
中
で
1
人
だ
け
生
き
残
っ
た
こ
と
で
葛
藤
に
苦
し
ん
で
い
る
と
思
う
。
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
、
少
し

で
も
楽
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
震
災
前
の
楽
し
か
っ
た
話
も
し
て
み
た
い
」

年
の
女
子
児
童
も
、
高
橋
さ
ん
が
首
ま

で
水
に
つ
か
り
助
け
た
。
高
橋
さ
ん
は

「
薄
暗
く
な
っ
て
も
『
助
け
て
ー
』
と

叫
ぶ
声
が
ず
い
ぶ
ん
聞
こ
え
た
。
水
が

引
く
と
同
時
に
声
は
次
第
に
か
細
く
な

り
、
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
」
と
悔
や
む
。

　
16
年
10
月
の
地
裁
判
決
は
「
い
か
な

る
救
助
活
動
を
行
お
う
と
も
、
救
命
救

助
の
可
能
性
は
極
め
て
乏
し
か
っ
た
」

と
し
て
、
教
務
主
任
を
免
責
し
た
。
子

東京であったフォーラムで，大川小の
教訓と恩師への思いを語る只野さん＝
2017年 12月 17日
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章

　

そ
の
と
き
、何
が

2 階の 6年生の教室には，今も教壇と児童の机と椅子が残
っている．卒業式は 1週間後だった＝2018年 1月 12日，
石巻市釜谷の大川小
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1
　
激
震
　

―
　

14
時
46
分
か
ら
15
時
10
分
ま
で

奔
走
す
る
教
職
員

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
国
内
観
測
史
上
最
大
を
記
録
し
た
東
日
本
大
震
災
。
巨
大
津
波
が
河
口
か
ら
約
3
・
7

キ
ロ
離
れ
た
石
巻
市
大
川
小
を
襲
う
ま
で
約
50
分
あ
っ
た
。
児
童
74
人
と
教
職
員
10
人
の
命
が
失
わ
れ
る
ま
で
何
が

あ
っ
た
の
か
―
。
当
時
の
児
童
や
保
護
者
ら
の
証
言
を
基
に
、
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
の
地
震
発
生
か
ら
3
時

10
分
ご
ろ
ま
で
の
初
期
対
応
を
検
証
す
る
。

　「〝
あ
り
が
と
う
〞
っ
て
伝
え
た
く
て
　
あ
な
た
を
見
つ
め
る
け
ど
」

　
校
舎
2
階
の
教
室
に
大
き
な
歌
声
が
響
く
。
両
親
に
贈
る
た
め
、
4
年
生
が
人
気
バ
ン
ド
・
い
き
も
の
が
か
り
の

大
ヒ
ッ
ト
曲
「
あ
り
が
と
う
」
を
録
音
し
て
い
た
。
学
校
で
は
「
6
年
生
を
送
る
会
」
を
終
え
た
ば
か
り
。
卒
業
式

は
1
週
間
後
。
作
品
が
廊
下
に
展
示
さ
れ
、
学
び
や
は
旅
立
ち
の
春
の
空
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
各
学
年
で
授

業
が
終
わ
り
、
ち
ょ
う
ど
帰
り
の
会
が
終
わ
る
か
、
下
校
を
始
め
た
頃
。
5
年
生
は
「
起
立
」
の
号
令
を
掛
け
、

「
さ
よ
う
な
ら
」
を
言
う
瞬
間
だ
っ
た
。

　「
ま
た
地
震
だ
」。
9
日
に
宮
城
県
北
部
で
震
度
5
弱
、
10
日
も
石
巻
市
で
震
度
4
の
地
震
が
あ
っ
た
ば
か
り
。
た
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だ
、
す
ぐ
別
物
だ
と
分
か
っ
た
。
大
川
小
周
辺
の
震
度
は
6
弱
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
長
く
巨
大
な
揺
れ
が
、
校

舎
全
体
を
激
し
く
揺
ら
し
た
。「
机
の
下
に
入
れ
！
」。
6
年
担
任
の
男
性
教
諭（
当
時
37
）が
叫
ぶ
。
窓
が
サ
ッ
シ
ご

と
床
に
た
た
き
付
け
ら
れ
、
水
槽
が
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
波
打
つ
。
体
が
左
右
に
振
ら
れ
る
。

　「
怖
い
」「
お
母
さ
ん
」

　
1
階
の
1
、
2
年
教
室
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
た
。
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
子
も
い
た
。「
大
丈
夫
。
し
っ
か
り
、

落
ち
着
い
て
」。
教
職
員
は
努
め
て
冷
静
に
話
し
掛
け
た
。

　
大
川
小
の
野
球
チ
ー
ム
「
大
川
マ
リ
ン
ズ
」
親
の
会
の
会
長
だ
っ
た
鈴
木
新
一
さ
ん（
55
）は
校
舎
2
階
で
地
震
に

遭
っ
た
。
当
時
6
年
の
次
男
大
雅
さ
ん（
19
、
大
学
1
年
）が
体
調
を
崩
し
、
迎
え
に
来
て
い
た
。
鈴
木
さ
ん
と
一
緒

に
い
た
6
年
担
任
が
血
相
を
変
え
、
受
け
持
ち
の
教
室
に
走
る
。「
鈴
木
さ
ん
も
身
を
低
く
し
て
」。
担
任
の
気
遣
い

に
、
鈴
木
さ
ん
は
「
地
震
直
後
、
先
生
た
ち
は
児
童
を
守
ろ
う
と
立
派
に
行
動
し
て
い
た
。
先
生
に
任
せ
て
お
け
ば

大
丈
夫
。
正
直
、
頼
も
し
い
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
約
3
分
20
秒
間
続
い
た
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
見
計
ら
い
、
男
性
教
頭（
当
時
52
）が
「
校
庭
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
繰
り
返
し
た
。
停
電
で
校
内
放
送
は
使
え
な
か
っ
た
。
大
川
小
は
地
震
や
火
災
な
ど
を
想

定
し
、
年
3
回
、
避
難
訓
練
を
し
て
い
た
。「
い
つ
も
通
り
逃
げ
ろ
」
と
指
示
が
飛
ん
だ
。

　
1
、
2
年
生
は
1
階
教
室
の
窓
か
ら
直
接
校
庭
に
出
た
。
前
の
子
の
肩
に
手
を
載
せ
て
列
を
作
り
、
3
年
生
が
歩

い
て
昇
降
口
か
ら
出
て
き
た
。「
会
長
さ
ん
だ
」。
こ
わ
ば
っ
た
顔
が
多
い
中
、
大
川
マ
リ
ン
ズ
の
3
年
の
佐
藤
健
太

君（
当
時
9
）が
鈴
木
さ
ん
を
見
つ
け
、
声
を
掛
け
た
。「
大
丈
夫
か
？
」「
大
丈
夫
だ
か
ら
」。
気
丈
に
振
る
舞
う
健

太
君
と
の
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
。
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大
雅
さ
ん
は
学
校
脇
の
道
路
に
止
め
た
車
の
後
部

座
席
で
父
を
待
っ
て
い
た
。「
周
り
の
木
が
倒
れ
て

き
て
も
大
丈
夫
だ
か
ら
」
と
校
庭
に
出
る
と
、
既
に

1
、
2
年
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
3
月
9
日
の
前
震
の
際
、
児
童
の
多
く
は
防
寒
着

を
持
た
ず
に
避
難
し
、
校
庭
で
凍
え
て
い
た
。
当
時

4
年
の
女
性（
16
、
高
校
2
年
）は
い
す
に
掛
け
て
い

た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
手
に
早
足
で
階
段
を
下
り
、
校
庭

に
出
た
。
全
校
児
童
1
0
8
人
の
う
ち
、
欠
席
や
早

退
を
除
く
1
0
3
人
が
当
時
、
校
内
や
学
校
付
近
に
い
た
と
さ
れ
る
。
学
校
に
い
た
教
職
員
11
人
に
付
き
添
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
続
々
と
校
庭
に
避
難
し
て
き
た
。

　
外
は
雪
。
午
後
2
時
50
分
の
気
温
は
1
・
6
度
。
寒
気
が
肌
を
刺
す
。

点
呼
の
あ
と
に

　「
た
だ
今
、
宮
城
県
沿
岸
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
海
岸
付
近
や
河
川
の
堤
防
な
ど
に
絶
対
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
」

　
3
月
11
日
午
後
2
時
52
分
、
大
川
小
の
校
庭
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
た
。
校
庭
の
隅
に
設
置
さ
れ
た
防
災
無
線

の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
大
津
波
警
報
の
発
令
を
知
ら
せ
る
。
短
い
警
告
が
2
度
繰
り
返
さ
れ
た
。
1
分
前
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

地震直後の児童の避難経路

１
階

２
階

玄関

ホール

校長室

職員室

理
科
室

３年4年
5年

6年

階段

階段図書室

1
 年

 ２
年

校庭

児
童
の
避
難
経
路

※

証
言
な
ど
を
基
に
作
成
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テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
が
東
日
本
の
広
い
範
囲
に
津
波
の
到
達
予
想
を
伝
え
て
い
た
。「
宮
城
県
は
午
後
3
時
、
高
さ
6

メ
ー
ト
ル
で
す
」。
時
刻
と
高
さ
は
あ
く
ま
で
目
安
、
と
付
け
加
え
る
。
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
校
庭
に
い
た
男
性
教
頭

ら
教
職
員
の
耳
に
も
届
い
て
い
た
。

　
当
時
、
校
庭
に
は
約
1
0
0
人
の
児
童
が
整
列
し
て
い
た
。
教
室
か
ら
の
移
動
は
全
体
的
に
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

通
学
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
防
寒
着
を
身
に
付
け
て
座
り
、「
寒
い
ね
」
と
肩
を
寄
せ
合
っ
た
。

　「
点
呼
を
取
り
ま
す
」

　
担
任
の
女
性
教
諭
に
名
前
を
呼
ば
れ
、
当
時
5
年
の
男
性（
18
、
高
校
3
年
）は
「
は
い
」
と
返
事
を
し
た
。
教
諭

が
1
人
1
人
の
無
事
を
確
認
し
て
回
る
姿
を
覚
え
て
い
る
。
点
呼
は
数
分
で
終
わ
り
、
状
況
が
教
頭
に
報
告
さ
れ
た
。

男
性
は
「
教
室
か
ら
上
履
き
の
ま
ま
校
庭
に
出
て
整
列
・
点
呼
ま
で
、
避
難
訓
練
で
練
習
し
た
通
り
に
で
き
た
」
と

振
り
返
る
。

　
2
0
1
0
年
6
月
の
避
難
訓
練
計
画
書
は
、
地
震
発
生
時
の
対
応
を（
1
）
机
の
下
な
ど
に
避
難
、（
2
）
校
庭
に

避
難
、（
3
）
整
列
・
人
員
確
認
、（
4
）
次
の
指
示
ま
で
待
機

―
と
定
め
て
い
た
。
さ
ら
に
「
校
長
先
生
の
お

話
」
と
続
く
が
、
当
時
校
長
の
柏
葉
照
幸
氏
は
休
暇
で
不
在
。
教
頭
が
指
揮
を
執
る
際
の
役
割
分
担
や
、
余
震
が
続

く
場
合
の
想
定
は
な
か
っ
た
。

　
点
呼
を
終
え
た
直
後
、
教
職
員
は
校
庭
か
ら
次
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。

　「
ど
う
し
ま
す
か
、
山
へ
逃
げ
ま
す
か
？
」。
午
後
3
時
ご
ろ
、
男
性
教
務
主
任（
56
）が
教
頭
ら
に
尋
ね
た
。
誰
か

か
ら
「
こ
の
揺
れ
の
中
で
は
駄
目
だ
」
と
い
う
趣
旨
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
既
に
津
波
の
懸
念
が
多
少
な
り
と
も

芽
生
え
て
い
た
。
児
童
の
一
部
は
動
揺
し
て
泣
い
た
り
、
抱
き
合
っ
た
り
し
て
い
た
。「
先
生
た
ち
が
付
い
て
い
る
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か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」。
頼
も
し
い
声
が
聞
こ
え
た
。

　
列
の
後
ろ
で
2
年
担
任
の
男
性
教
諭（
当
時
55
）が
嘔お
う

吐と

し

た
女
子
児
童
を
抱
っ
こ
し
て
い
た
。
い
つ
も
ピ
ン
ク
の
エ
プ

ロ
ン
を
掛
け
た
優
し
い
先
生
と
評
判
だ
っ
た
。
教
諭
は
「
マ

マ
」
と
泣
き
叫
ぶ
女
子
児
童
を
優
し
く
な
だ
め
た
。

　
余
震
の
度
、
校
庭
が
ざ
わ
め
く
。
当
時
5
年
の
男
性
は
前

年
2
月
の
チ
リ
大
地
震
津
波
を
思
い
出
し
て
い
た
。「
こ
ん

な
に
大
き
な
地
震
な
ら
津
波
が
来
る
か
も
な
」。
た
だ
、
口

に
は
し
な
か
っ
た
。
教
職
員
や
友
達
か
ら
も
津
波
に
関
す
る

話
は
聞
い
た
覚
え
が
な
い
。
男
性
は
「
内
心
は
不
安
だ
っ
た

が
、
な
る
べ
く
地
震
の
話
題
は
避
け
た
。
友
達
に
『
大
丈

夫
』
と
言
い
な
が
ら
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
て

教職員11人は
児童の周囲で対応
教職員11人は
児童の周囲で対応

66 55 44 33 22 1年1年

釜谷
交流会館

正門

市
道

体
育
館

県道238号

校舎

校庭に整列する児童（証言を基に作成）

い
た
」
と
振
り
返
る
。

　
柏
葉
氏
は
こ
の
頃
、
約
60
キ
ロ
北
西
の
大
崎
市
内
か
ら
教
頭
や
教
務
主
任
、
市
教
委
に
電
話
を
か
け
、
教
務
主
任

も
校
長
や
市
教
委
へ
の
連
絡
を
何
度
も
試
み
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
電
話
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

　
方
針
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
、
校
庭
で
の
待
機
が
始
ま
っ
た
。

北
上
川
の
異
変
を
察
知
で
き
ず
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巨
大
地
震
の
発
生
直
後
か
ら
、
大
川
小
の
校
庭
に
は
近
く
の
住
民
が
避
難
し
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
当
時
、
学

校
は
津
波
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

　「
余
震
も
す
ご
い
し
、
こ
こ
に
い
た
方
が
安
全
か
な
」。
息
子
を
迎
え
に
来
た
女
性
は
、
校
庭
に
い
た
保
護
者
と
こ

ん
な
会
話
を
し
た
。
脳
裏
に
あ
っ
た
の
は
、
11
年
2
月
22
日
に
起
き
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
部
の
大
地
震
。
ビ
ル

や
家
屋
が
崩
れ
、
日
本
人
留
学
生
28
人
を
含
む
計
1
8
5
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
3
・
11
の
17
日
前
の
出
来
事
だ
。

女
性
は
当
時
、
周
り
で
逃
げ
よ
う
と
す
る
姿
を
見
た
覚
え
が
な
い
。「
建
物
が
倒
れ
て
く
る
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ

た
」。
大
川
小
前
の
県
道
で
も
多
く
の
住
民
が
自
宅
か
ら
出
て
話
し
込
ん
で
い
た
。

　
学
校
が
あ
る
釜
谷
地
区
で
働
い
て
い
た
男
性
は
「
ど
こ
か
よ
そ
事
の
よ
う
に
思
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
過
去
に
津
波
を

経
験
し
て
い
な
い
か
ら
か
」
と
推
し
量
る
。「
す
ご
い
津
波
が
来
る
ら
し
い
」
と
話
す
住
民
の
表
情
に
も
緊
迫
感
は

な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
頃
、
既
に
各
地
で
異
変
が
起
き
て
い
た
。

　「
鳴
瀬
川
河
口
、
急
に
潮
が
引
い
て
い
る
」。
午
後
2
時
59
分
、
石
巻
地
区
消
防
本
部
に
隊
員
か
ら
情
報
が
入
っ
た
。

鳴
瀬
川
は
大
川
小
か
ら
約
30
キ
ロ
南
西
の
石
巻
湾
に
注
ぐ
。
大
川
小
近
く
の
北
上
川
で
も
異
変
が
起
き
て
い
た
。

「
今
ま
で
見
た
こ
と
な
い
ほ
ど
水
が
引
い
て
い
る
」。
石
巻
市
北
上
町
の
佐
藤
秀
子
さ
ん（
64
）は
新
北
上
大
橋
を
車
で

走
行
中
、「
こ
れ
は
津
波
が
来
る
」
と
直
感
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
長
年
、
北
上
川
で
シ
ジ
ミ
採
り
を
し
て
き
た
。

普
段
の
干
潮
時
よ
り
50
セ
ン
チ
は
低
い
だ
ろ
う
か
。

　
学
校
で
当
時
1
年
の
孫
を
引
き
取
っ
た
佐
藤
さ
ん
は
、
6
年
担
任
の
男
性
教
諭
か
ら
「
橋
が
危
な
い
よ
う
な
の
で

気
を
付
け
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
校
庭
を
後
に
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
孫
の
引
き
取
り
に
精
い
っ
ぱ
い
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で
、
次
は
保
育
所
に
い
る
孫
も
迎
え
に
行
か
な
き
ゃ
と

気
が
急
い
て
い
た
。
川
の
様
子
を
伝
え
る
余
裕
が
な
か

っ
た
」
と
悔
や
む
。

　
当
時
の
市
河
北
総
合
支
所
職
員
及
川
利
信
さ
ん（
64
）

も
北
上
川
の
異
変
に
気
付
い
て
い
た
が
、「
当
初
予
想

さ
れ
た
『
6
メ
ー
ト
ル
』
の
津
波
な
ら
堤
防
が
あ
る
か

ら
大
丈
夫
、
と
安
易
に
考
え
て
し
ま
っ
た
」
と
話
す
。

　
当
時
中
学
1
年
の
男
性（
20
、
大
学
2
年
）は
、
一
緒

に
北
上
川
を
見
て
い
た
父
親
か
ら
「
引
き
波
は
津
波
の

兆
候
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
。
映
画
「
デ
ィ
ー
プ
・
イ
ン

パ
ク
ト
」
で
見
た
光
景
が
よ
み
が
え
る
。
父
親
は
「
川

を
遡そ

じ

上ょ
う

す
る
津
波
を
息
子
に
見
せ
て
あ
げ
よ
う
か
」
と

考
え
て
い
た
。

　
震
災
2
日
前
の
3
月
9
日
昼
、
三
陸
沖
で
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
7
・
3
の
地
震
が
あ
り
、
宮
城
県
に
津
波
注
意

報
が
発
令
さ
れ
た
。「
川
の
方
も
見
て
き
ま
す
か
」。
男

性
教
務
主
任
は
当
時
、
対
応
の
指
揮
を
執
っ
た
校
長
の

柏
葉
氏
に
提
案
し
、
北
上
川
の
様
子
を
確
認
し
て
い
た
。

大川小に向かう途中，北上川の水位が下がっている様子を目撃した
佐藤さん．「異変を伝えていればよかった」と悔やむ＝2018年 1
月 10日，石巻市の新北上大橋
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1
9
5
6（
昭
和
31
）年
発
行
の
大
川
村
史
が
「
我
が
村
の
死
命
を
制
す
る
河か
わ

」
と
呼
ぶ
北
上
川
。
震
災
当
日
、
そ

の
様
子
を
確
か
め
た
教
職
員
が
い
た
と
の
証
言
は
な
い
。
大
川
小
は
北
上
川
河
口
か
ら
約
3
・
7
キ
ロ
離
れ
て
い
る

が
、
川
と
の
距
離
は
約
2
0
0
メ
ー
ト
ル
と
近
い
。
堤
防
の
高
さ
は
約
5
・
2
メ
ー
ト
ル
。
当
初
予
想
さ
れ
た
津
波

高
6
メ
ー
ト
ル
よ
り
低
い
。

　
目
の
前
で
起
き
て
い
た
異
変
に
、
教
職
員
は
ま
だ
誰
も
気
付
い
て
い
な
い
。

2
日
前
も
協
議
さ
れ
た
「
裏
山
へ
の
避
難
」

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
、
大
川
小
の
児
童
約
1
0
0
人
は
校
庭
で
待
機
し
て
い
た
。
同
じ
光
景
は
2
日
前
の

3
月
9
日
に
も
あ
っ
た
。
午
前
11
時
45
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
宮
城
県
に
高
さ
0
・
5
メ
ー

ト
ル
の
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
。
校
庭
で
の
待
機
を
解
い
た
後
、
職
員
室
で
は
「
津
波
」
が
話
題
に
上
っ
た
。

　「
万
が
一
、
大
川
小
ま
で
津
波
が
来
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
」

　
当
時
の
校
長
柏
葉
氏
が
教
頭
と
教
務
主
任
に
話
し
掛
け
た
。

　「
竹
や
ぶ
の
所
か
ら（
裏
山
に
）登
っ
て
逃
げ
る
ほ
か
な
い
か
な
。
で
も
足
元
が
悪
い
し
、
急
だ
か
ら
、
な
か
な
か

避
難
に
は
使
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

　「
や
は
り
階
段
が
必
要
に
な
る
。
学
校
職
員
だ
け
で
は
造
れ
な
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に
力
を
借
り
た
ら
ど
う
か
な
」

　
大
川
小
の
当
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
津
波
を
想
定
し
た
具
体
的
な
避
難
場
所
を
指
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

校
庭
か
ら
ど
こ
に
逃
げ
る
か
―
。
学
校
の
ト
ッ
プ
3
に
よ
る
話
し
合
い
は
結
論
が
出
ず
、
職
員
会
議
も
開
か
れ
な

か
っ
た
。
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避
難
先
に
裏
山
を
挙
げ
、
3
人
が
協
議
し
た
の

は
一
度
だ
け
で
は
な
い
。（
1
）
チ
リ
地
震
で
大

津
波
警
報
が
出
た
2
0
1
0
年
2
月
、（
2
）
11

年
6
月
の
防
災
訓
練
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
同
年
2
月
、
そ
し
て（
3
）
震
災
の
2
日
前
と
、

少
な
く
と
も
3
回
は
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
柏
葉
氏

は
大
川
小
事
故
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
、
三
者
協
議
に

つ
い
て
「
万
が
一（
津
波
が
）来
た
時
の
場
合
の
話

で
、
来
る
と
想
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
。『
万
が

一
』
は
言
葉
の
中
で
の
話
」
と
釈
明
し
た
。

　
3
月
9
日
の
地
震
発
生
か
ら
40
分
後
、
石
巻
市

鮎
川
で
は
48
セ
ン
チ
の
津
波
を
観
測
し
た
。
大
川

小
近
く
に
住
ん
で
い
た
男
性
は
沖
に
船
を
出
し
た
。

「
結
局（
被
害
は
）何
も
な
く
、
肩
す
か
し
。
人
生

ず
っ
と
そ
う
『
教
育
』
さ
れ
て
き
た
。
津
波
の
予

測
が
出
て
も
、
オ
オ
カ
ミ
少
年
の
よ
う
な
も
の
」

と
受
け
止
め
て
い
た
。

　「
こ
の
時
、
2
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
来
れ
ば
良
か

長女の書き取りノートを見詰める狩野さん．震災前日，娘が最後に
練習した「津波」の二文字と，泥の跡が残る＝石巻市針岡




